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アセスメント実習の様子 

 釜石にある就労移行支援事業所は、かまいしワーク・ステーションとまごころ 

就労支援センター釜石の２カ所です。今回は高等部３年生のかまいしワーク・ス 

テーションでの実習の様子を紹介します。 

 作業内容は、部品組み立て、クリーニング、薪の箱入れです。子どもの実態に 

合わせて作業をさせてもらいました。周りの人と協力して 

取り組む作業や集中力が必要な作業など、様々な作業があ 

り、働く上で必要な力を知ることができました。休憩時間 

は、バドミントンや卓球、タオル体操などリラックスして 

楽しみました。 

アセスメントとは？ 

 卒業後に就労継続支援Ｂ型のサービス利用を希望する場合は、就労移行支援事業所（かまいしワーク・

ステーション、まごころ就労支援センター釜石）において就労アセスメントを受ける必要があります。

５日間程度アセスメント実習を行い、現在の働く力がどのくらいあるか判定してもらいます。 

 アセスメントを行う場合は、普段の家庭での様子や実習 

での様子、学校での作業態度など多方面から情報収集しま 

す。アセスメント実施に関わり、保護者の皆様にも情報提 

供や会議等への参加を依頼する事がありますので、ご協力 

よろしくお願いします。 

外でバドミントン 

薪運び 薪の箱入れ 部品組み立て 

食堂に卓球台があります 

タオル体操 

まごころ就労支援センター かまいしワーク・ステーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

特別支援学校就労セミナー 

 

 

 ８月２７日（木）に釜石圏域ネットワーク会議が行われました。行政、福祉関係機関、県内の特別

支援学校の進路担当者、高等学校の進路担当者合わせて３７名が出席しました。 

在籍生徒や卒業生予定者の進路希望やどのような支援が必要か等の情報交換を行いました。また、

福祉行政の動きや福祉作業所の状況を聞く機会にもなりました。中でも参加者の皆さんを驚かせた報

告があったのでここでお知らせします。コロナの影響で、様々なイベントが中止になったり施設外就

労で働かせてもらっていた仕事がなくなったりしているそうです。今、なんとか利用者の工賃は払え

ているものの、事業所の収入（売り上げ）は５～６割程度減少しているとのことです。このような現

状を知り、生徒たちを送り出す学校として何ができるのかを考えていかなければならないと思いまし

た。 

障がいがある児童生徒の進路を豊かなものにするため、今後も各関係機関と連携し、充実した会議

の開催を行っていきます。 

 
 ８月２８日（金）に特別支援就労セミナーが行われ

ました。岩手労働局と岩手障害者職業センターから

２名の講師をお招きして開催いたしました。 

 講座の内容としては、 

①県内の障害者雇用状況の変化について（右の表） 

②特別支援学校出身者の職業紹介の状況 

            （以上労働局さんより） 

③具体的な仕事の紹介や求められるスキルについて 

④就労を支える家庭での役割について 

            （以上職業センターより） 

をお話し頂きました。生徒はもちろん、保護者の方々

を対象とした内容が盛り込まれており、中身の濃い

講座でした。自分の将来について考える機会や今後

の見通しを掴む機会、将来への不安を軽減させる機

会にもなりました。 

 

※資料をご覧になりたい方は、学校（進路担当）まで

ご連絡ください。 

ネットワーク会議 



 

 

 

分析 ： いただいた資料から、釜石地区は、企業数は４０社と少ないものの、実雇用率は２．８９％

と二戸に次いで高い数値となっている。これは、法定雇用率２．２％より高い数値となっており企業

のみなさまの高い意識が反映されている結果と考えられる。ただ、４０社のうち３１社が達成してい

ることを考えると・・・・                        釜石祥雲支援学校 進路指導

部 


